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1.本書は、新潟県長岡市宮島町地内に所在する抜問遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、県営経営体育成基盤整備事業（富島地区）に伴うものであり、平成17年度に長岡市教育委員

会が確認調査を行い、本発掘調査は平成25年度に、長岡市が新潟県長岡地域振興局から委託を受けて実

施した。

3.確認調査に要した費用は文化財保護部局である長岡市教育委員会が負担し、国庫及び県費の補助交付

金を受けた。本発掘調査に要した費用は、原因者である新潟県長岡地域振興局が費用の95%を負担した。

また、長岡市が費用の 5%を負担し、国庫及び県費の補助交付金を受けた。

4.遺物の註記は、「NGM」の後、出土位置、取り上げ番号等を記した．

5.本書の執筆ー編集はすべて調査担当が行った。「第V章 自然科学分析」については、パリ／・サーヴエ

イ株式会社が行った自然科学分析の報告書を調査担当が抜粋・編集した。

6.調査剛整型車体制は以下のとおりである。

平成25年度本発掘調査

調査主体長岡市教育委員会（教育長加藤孝博）

事務局長岡市教育委員会科学博物館（館長山屋茂人）

調査担当長岡市教育委員会科学博物館主査鳥居美栄

現場代理人稲垣信哉（株式会社大石組）

調査補助員遠藤昌代（株式会社大石組）

平成26年度整理作業

調査主体長岡市教育委員会（教育長加藤孝博）

事務局長岡市教育委員会科学博物館（館長小熊博史）

整理担当長岡市教育委員会科学博物館主査鳥居美栄

整理補助員浅野秋子（株式会社大石組）

7.発掘調査で出土した遺物及び、測量図面・写真等の記録類は、長岡市教育委員会で保管している。

8.発掘調査から報告書の刊行に至るまで、下記の方々より多大なるご教示・ご協力を賜った．ここに記

して厚く御礼申し上げる。（五十音順・敬称略）

富島地区圃場整備協議会富島町町内会
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第 I章調査に至る経緯

平成16年4月、長岡市農林部（以下「市農林部Jという。）から長岡市教育委員会（以下 「市教委」という。）に、

富島町におけるほ場整備事業計画地内の埋蔵文化財の有無についての問合せがあった。計画地は「八丁沖」

と呼ばれる低湿地だ、った地域にあたり、計画地内に周知の遺跡は所在していなかった。しかし、市内にお

いても沖積地における遺跡の確認例が増えつつあり、分布調査を実施した。その結果、抜間遺跡を含む7

遺跡を新たに発見した。市教委は、ほ場整備事業の主体者である新潟県長岡地域振興局農林振興部 （以下

「事業者」という。）及び市農林部に調査結果を伝えた。協議の結果、平成17年の稲刈り後に7遺跡の確認調

査を実施することで合意した。

平成17年10月の確認調査により、抜問遺跡では土坑、柱穴などの遺構や9世紀の須恵器、土師器が出土

した。また、分布調査の結果からは遺跡は深い位置にあると推測されていたが、ごく浅い位置にあること

が判明した（市教委 2006）。

事業者は、調査結果を受けて埋蔵文化財に影響を与える範囲を減らすように設計内容の調整を行った。

その設計内容を基に市教委と事業者は協議を行い、抜間遺跡については、排水路部分を本発掘調査対象

地とすることで合意した。ほ場整備事業は平成20年4月に正式採択され、事業に伴って4遺跡（浅田遺跡、

五百刈遺跡、 抜問遺跡、 盲田遺跡）の発掘調査が必要であったが、各遺跡の発掘調査実施年度については、

ほ場整備の進捗と随時調整することとなった。平成24年秋、抜間遺跡周辺において平成25年春からの着工

見込みとなり、発掘調査を平成25年度に、翌年度に整理作業及び報告書の刊行を行うこととなった。

市教委は、平成25年9月25日付け長教博第246号で県教育委員会教育長に対し文化財保護法第99条第1

項の規定による発掘調査の着手を報告し、本発掘調査を開始した。

第 1図遺跡の位置（1/50,000) 



第E章遺跡周辺の環境

遺跡の位置

抜問遺跡は、新潟県長岡市富島町に所在する（第2図1）。

長岡市域のほぼ中央を信濃川が南から北へと流れ、その両岸には沖積平野が広がる。右岸沖積地の東側

に東山丘陵が南北に延びる。東山丘陵から信濃川へ沖積地を横切るように太田川、栖吉川などの中小河川

が流れ、山裾から沖積地にかけて谷口扇状地を形成している。沖積地は中小河川などからの氾濫水や雪解

け水などが湛水しやすく、かつては広大な湿地や潟が存在していた。遺跡が所在する富島町は、かつて 「八

丁沖（八町潟）」と呼ばれた低湿地の南端に位置し、現在の富島集落は自然堤防上に営まれている。抜間遺

跡は富島集落の北東方向約700mの水田中に所在しており、周辺の標高は16m前後である。

2 周辺の遺跡

信濃川右岸においては、東山丘陵沿いの段丘上や台地上、扇状地などに遺跡が多く分布する。近年は沖

積地における遺跡の確認例も増えてきているが、丘陵沿いに比べるとその分布は希薄である。

縄文時代には茨崎遺跡（第2図2）や堂ヶ峯遺跡（3）など、丘陵裾や段丘上、扇状地に遺跡が分布する。

弥生時代では環濠集落である横山遺跡（4）、墳丘墓が確認された藤ヶ森遺跡（5）など後期の遺跡が丘陵

裾に営まれ、沖積地においても五百刈遺跡（6）が確認される。古墳時代になると、丘陵上に麻生田古墳

群（7）、七ツ塚古墳群（8）が造営され、沖積地内に五斗田遺跡（9）、長表遺跡 (10）などの集落が営ま

れるが、それらの集落が古墳造営に関わる集団のものかは明らかではない。

古代には丘陵裾や低位段丘上、沖積地内に集落が営まれる。間野窯跡 (11) などの8世紀代の須恵器窯

跡が東山丘陵沿いに複数所在するが、 奈良時代の集落遺跡は少ない。平安時代になると、大原C遺跡 (12)

など丘陵裾の集落や、火焚面遺跡 (13）、盲目遺跡 (14）、五百刈遺跡など沖積地内の集落が所在する。

富島館跡 (15）は、堀や土塁を持つ戦国時代の館跡と推測されるが、宅地化により詳細は不明である。

第2図周辺の遺跡（1/75,000) 
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第E章調査の方法と経過

1 調査区の設定

確認調査の結果を基に、排水路が敷設される箇所の幅2.4m、延長55mを調査対象地とした。調査区の

南端をOmとしてlOm間隔に杭を打ち、その中をさらに 2m単位に区切って、南端の lGから北端の28G

までグリッドを設定した。遺物の取上げ位置、遺構の位置を表す場合、このグリ ッドを使用する。

2 調査の経過

平成25年9月26日、調査区の南端から重機により表土剥ぎ、を行った。遺跡が浅いことから重機の下に敷

鉄板を入れて作業を進めた。4～8G付近は耕作土直下において部分的に地山層が現れ、地山面に耕運機

の痕跡も見られた。 27日から作業員が入り、層序確認用サブトレンチの掘削を行った。 l～3G付近の表

土直下からの落込みの存在や、調査区北半は南半に比べて遺物包含層が残っていることなどを確認し、 4

G付近から包含層の掘削と遺構精査を開始した。10月 1日に包含層掘削と遺構精査が終了し、遺構発掘を

開始した。 1～3Gの落込みは上層は遺物が希薄であったが、サブトレンチにおいて、須恵器・土師器が

やや多く出土し、平安時代の遺構として掘り下げた。 4日にラジコンヘリによる空中写真撮影、自然科学

分析のための土壌採取を行った。 5日に遺構完掘、測量を行い、現地における調査を終了した。

3 基本層序

調査地の現状は水田で、あり、標高は15.7m前後である。基本層序は I～E層に区分できる。 I層：暗褐

色粘土（水田耕作土）、 E層：暗灰色～灰褐色粘土（平安時代の遺物包含層）、 E層：黄灰色～灰褐色シルト（地

山）である。なお、 20G付近から北のE層はやや粘土質になる。
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第N章調査の成果

1 遺構

今回の調査で検出された遺構は、溝状遺構（SD)25基、土坑（SK)9基、その他の遺構（SX)3基である．

調査区の中央付近で遺構の分布が希薄である。主な遺構について述べる。

(I)溝状遺構（図版2～5)

調査区の中央付近では溝状遺構の分布が希薄になるが、南半と北半とにおいて、それぞれ複数の溝状遺

構が平行に並んで検出された。南半の糟状遺構群と北半のそれとでは、軸方向や規模に若干違いがみられ

る。南半の溝状遺構の多くは北西一南東方向の軸方向で、幅0.3m前後のものが多く、北半のものは北北

西南南東方向、幅0.7m前後のものが多い．溝と溝の間隔も北半のものの方がやや広い傾向がある．

SD01 4 G～5Gに所在する。北西 南東方向に直線状に伸び、北西側は調査区外へと続く。確認

された規模は幅0.36m、長さ2.92m、深さ0.12mを測る．断面は弧状である。覆土の大部分は灰褐色粘土

と地山士である黄褐色粘土・シルトがブロック状に混ざり合い、炭化物を少量含む＂ SKOiを切る。土師器・

須恵様を少量出土する。

SD04 6 Gに所在。北西一南東方向に直線状に仲ぴ、両端が調査区外へと続く。断面は台形を基本

とするが、一部深い箇所はV字状を呈する。確認された規模は幅0.3m，長さ2.92m、深さは全体的には0.12 

mであるが、一部深くなる筒所は0.26mである。 SD07に切られる．土師器をごく少量出土する。

SD05 6 G～7G検出。北西南西方向に伸びる。規模は幅0.28m、長さ1.08m、深さ0.08m。SD04

とSD06との聞に位置する＂ SD07に切られる。断面は弧状を呈する。土師器をごく少量出土。

SD06 6 G～7G検出．北西ー南東方向に直線状に伸び、両端は調査区外へ続〈．確認された規模

は幅0.羽田、長さ3.14皿、深さ0.07血を測る。断面は台形である。 SD04と平行し、 SD07に切られる。須恵

器を少量出土する．

SD07 6 G～B Gに所在する．北東 南西方向に直線状に伸びる。南西側は調査区外に続く．確認

された規模は0.36m、長さ3.66m、深さは0.12mを測る。断面は台形。 SD04、SD師、 SD側、 SD08を直行す

るように切る。直径約15叩のピット状の落込みが2箇所確認された。土師器を出土する。

SD08 7 G～BG検出．北西南東方向にほぼ置線状に伸び、両端が調査区外へと続く。確認され

た規模は幅0.38皿、長さ3.18m、深さは0.09m.断面は台形である。 SD07に切られる．土師器を出士。

SD09 9 G検出．北西ー南東方向に直線状に伸びる。規模は幅0.49m、長さ2.46m、深さは0.15m

を担tlる．断面は台形である。土師器、須恵器を少量出土する。

SD12 11 Gに所在する．ほぽ東西方向に直線状に伸び、東側は調査区外へと続く。調査区内では幅

0. 4血で平行に伸びるが、調査区東壁画において幡0.64mに広がる．確認された長さは1.Om、深さ0.04m、

断面は台形である．石製品（機） 1点を出土．

SD14 15G検出．東西方向に仲ぴ、西側は調査区外へと続く。確認された規模は幅O幽 25m，長さ0.36

m、深さは0.05mを測る。断面は台形である。 SDl5を切る．出土遺物なし。

SD15 15G検出。南北方向に伸び、北側は調査区外へと続く。確認された規模は幅0.23皿、長さI.12 

m、深さ0.05m. SDl4に切られる．出土遺物なし．

SD18 20G～22Gに所在する。北北西 南南東に直線状に伸び、両面南東側は調査区外に続く．幅0.74 
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m、確認された長さは3.84m、深さ0.17～0. 28mを測る。断面は弧状。覆土の上層は暗灰褐色粘土、黄褐

色粘土、灰褐色粘土が薄くレンズ状に堆積し、炭化物を多く含む層が入る。土師器を少量出土。

SD21 24G検出。北北西南南東に仲ぴ、北北西側は調査区外に続く。確認された規模は幅0.4m、

長さl.34m，深さ0.09m。断面は浅い皿状である。出土遺物なし。

SD24 25G～26G検出。北北西南南東に置線状に伸び、両側は調査区外へと続く。確認された規

模は幅0.76m、長さ3.92m、深さ0.2mを測る。断面は弧状を呈する．暗灰褐色粘土、黄褐色粘土、灰褐

色粘土が薄く堆積し、炭化物を多く含む層もある。出土遺物なし。

SD25 26G～28Gに所在するe 北北西ー南南東に置線状に伸び、両畠uは調査区外へと続く．確認さ

れた規模は幅0.6m、長さ4.24m、深さ0.14mを測る＠断面は弧状を呈する。暗灰褐色粘土、黄褐色粘土、

灰褐色粘土、炭化物を多く含む層が薄く堆積する．少量の土師様、須恵器を出土する。

(2）土坑（図版6・7)

SK01 4 G検出．平面は楕円形であるが、東側部分が調査区外に続く．確認された規模は、長軸l.64m、

短軸I.28皿、深さ0.16皿で、断面は浅い皿状である， SDO！に切られる。多くの土師器、須恵器を出土する．

SK02 4 G検出。平面はやや不整形な方形であり、西側部分が調査区外に続く。確認された規模は

長軸1.28m、短軸0.84m、深さ0.52mで、断面は台形を呈する．土師器、須恵器を出土する。

SK04 5 Gに所在する。長軸0.76m、短軸0.6mの円形の土坑である。深さ0.16mで断面は弧状を呈

する。土師器を出土する．

SK05 8 G～9Gに所在する。平面はやや不整形な方形。長軸I.36m、短軸0.84mを測る。断面は

宇都階段状となる台形である．深さ0.22m，須恵器を出土する。

SKOG l!G検出。やや不整形な楕円形の平面で、西側部分が調査区外に続く。確認された規模は、

長軸l.68m、幅0.8m、深さ0.15m，断面は皿状を呈する。土師器、須恵器を出土。

SK07 12G～13Gに所在する．長軸0.56m、短軸0.48mの円形の平面である。深さ0.08m、断面は

浅い皿状を呈する。二七師掛を出土する。

SK08 2 G検出。 3Gから SX03に続くなだらかな斜面の途中にある。平面はやや不整形な円形で、

東側部分が調査区外に続く。確認された規模は、長軸0.6m、短軸O幽 33m、深さ0.16m，断面は台形である．

出土遺物なし。

SK09 2 G検出， SK08と同じく、 3Gから SX03へのなだらかな斜面において確認した。東側部分が

調査区外へと続く。確認された規模は長軸0.97m、短軸0.52m、深さ0.09mで、断面は浅い皿状である．

土師器、須恵器を出土する。

(3）その他の遺構（図版7)

SX03 1 G～2G検出＠自然流路跡と見られ、北岸側のみ確認した。 3GのI層霞下から南に向かつ

てなだらかな落込みがあり、 1～2Gにおいて急激に深くなり、調査区外へ続く．急激に落ち込んだとこ

ろから南部分を SX03とした。確認された幅は、調査区西壁で3.28m、調査区東壁で1.64m，落込みが急

になるととが確認された地点からの深さは0.38mであるが、 I層直ドからの深さは0.62mである。土師器、

須恵器、木製品、自然木、木の実を出土した．
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2 遺物

出土した遺物は、平安時代の須恵器、土師器が合わせてコンテナ諦めで4箱、石製品｛穣、被熱磯）、木

製品が出土した．そのほかに近世以降の陶磁器片少量、土人形、キセルが出土した。須恵器、土師器はほ

とんどが小片であり、図化できる資料は多くない。

(1)須恵器・土師器（図版B～10)

SD07 土師器の鍋 (1）が出土した．口縁部が「くJの字状に外反するe

SD19 土師器長褒の胴部片（3）が出土＠外面に平行タタキ目、内面には同心円当て兵痕が残る。

SD25 須恵器の杯（4）が出土。薄手の作りでロクロ闘が深い。

SK01 須恵器と土師器を出土しており、遺物の残存状況は比較的よい。 5は須恵器の無台持、 6は

寵の胴部破片で外面に平行タタキ目、内面に同心円当て具痕が残る0 7は土師器の小雪量底部であろう．平

底であるが、摩滅lとより切り離しは不明である。 8は翌日縁部、 9は長費の胴部破片である。

SK02 須恵器は無台部 (10）が出土した。土師器は費（11)、小聾 (12）が出土した。 11は口縁部が「〈」

の字状に外反し、体部の内外面ともにカキ目、ハケ目を施す0 12は口縁端部を内側につまむ。

SKOG 須恵器の杯蓋 (13）、土師擦の無台杯 (14）が出土した。 13は扇平な宝珠形のつまみを持ち、口

縁部が下方に折れる。外面に漆が付着しているが文字や記号としての判読はできない。 14は部部が緩く内

湾して立ち上がり、底部は回転ヘラ切りである。

SK09 須恵器の坪蔓 (15）が出土した．口縁部が下方に折れる．つまみを欠いている。

SX03 遺物の残存状況は比較的良い。須恵器の杯蓋 (16）、有台杯 (17・18）、無台杯 (1自・ 20）、土師

器の亦（21)、小要（22）が出土した。 16は宝珠形のつまみを持ち、器壁が厚い。また、焼蚕みがあり、降

灰がある。 17は底部回転ヘラ切りの杯に断面方形の高台を貼り付ける 0 18は杯身の深さが4.8咽あるが、

このほかの須恵器杯の杯身の深さは3.5cm前後であり、 18のみ深い杯部を持つ。高台の断面は方形で内端

接地である0 19・20は底部回転ヘラ切りの無台郊で、 20は底部外面を転用硯として利用している。 21は底

部回転糸切りの無台坪で、日縁部にススが付着する。 22はほぼ全形を残す資料である。底部は平底で体部

は丸みを帯び、口縁部が「＜Jの字状に外反する．口縁端部は丸〈収める．

遺構外出土 須恵器の杯蓋（26）は、小形の肩平な円形のつまみを持つ。 27・28は須恵器の雪量胴部破

片である．土師器では小費（29）、長曹（30～32）、鍋（33）が出土した0 29は平底の底部片であり、外面下

方にケズリを施す。 30～32は「く」の字状に外反する口縁部で、調整は内外面ともにロクロナデのみであ

る。 33は端部をつまみ上げる。楕円形にゆがむ。

(2）石製品（図版8)

2はSDl2から出土した磯である。底面となるような平らな面があり、上部分は欠損している．石材は

安山岩である。用途は不明である。とのほかには、割れた礁が13Gから 1点、被熱し割れた磯の破片が9

G、JOG‘13G、15G、17GのE層から 1点ずつ出土している．

(3）木製品（図版9)

図化した木製品3点（23～25）は全てSX03からの出土である。 23は左右が折損しているが、曲物底桜と

みられる。柾目材を用いる。 24は芯持丸太を用いた杭で、先端を尖らせt部は折損する0 25は直柄平鍬の

身で、縦方向に約半分を折損する。
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第V章 自然科学分析

抜間遺跡における古代及びその前後の古環境、特に堆積環境や古植生の検討を目的として、珪藻分析・

花粉分析を、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼して実施した．

1 試料

試料は、調査区内3箇所 (1G東壁・南端、 SD19）より採取した土壌5点である．

(1) 1 G東壁

本地点は、調査区南端の凹地部に相当する。観察対象とし

た堆積層の層厚は約78cmを測る．本地点では、褐灰～灰褐

色泥付属）とそれより下位を対象とし、計7点の土壌試料（試

料番号1～7）を採取している（図1）。

(2) 1 G南端

本地点は、 lG東壁地点の南側、 U字溝敷設に伴う掘削に

より露出した土層断面に対応する。との土層断面では、 lG 

東壁地点の遺物包含層相当より以探の堆積層を観察の対象と

しており、層厚は約60cmを測る。本地点では、 lG東壁の

遺物包含層相当 (f周；試料番号1)および同地点の（育）灰

色泥（g層）下位にあたる（褐）灰色泥（試料番号2）より土

SD19 
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園1 各地点の模式柱状園及び

試料採取位置
壌試料を採取している（困1).

(3) SD19 

SD19は、調査区北部より検出された北西一南東方向を長軸とする小樽群の一つに相当する。観察対象と

した堆積層の層厚は約35c皿を測る。本地点では、 lG東壁のd層に対比されると考えられた層とその下

位の堆積層を対象に土壊試料（試料番号1～3）を採取した。なお、試料番号3については、色調や混入物

の状況から上部（町、中部制）、下部（L）と分けて採取したため、土壌試料は5点となる（図 1）。

本分析では、上記した分析目的から古代の遺物包含層とその上位・下位に相当する土壇試料4点 (lG

東壁試料番号1・4・6、lG南端試料番号2）と、発掘調査所見などから生産遺構と推定される小溝にお

ける栽培植物の検討を目的として、小溝埋土に相当する土壌試料1点（SD19試料番号3U）を選択し、後

述する各種分析に供した．

2 分析方法

(1)珪藻分析

湿重約5gをビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の分解・標自を行

う。次に、分散剤を加えた後、蒸留水を満たし放置する。その後、上澄み液中に浮遊した粘土分を除去し、

珪藻殻の濃縮を行う。この操作を4～5固緯り返す。次に、自然沈降法による砂質分の除去を行い、検鏡

し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラック

スを滴下し、スライドガラスに貼り付け永久プレパラートを作製する．

検鏡は、油漫600倍または1000倍で行い、メカニカルステージを用い任意に出現する珪藻化石が200個体
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以上になるまで同定・計数した。なお、原則として、珪藻殻が半分以上破損したものについては、誤同定

を避けるため同定・計数は行わない。 200個体が検出できた後は、示準種などの重要な種類の見落としが

ないように、全体を精査し、含まれる種群すべてが把握できるように努める．

(2）花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、鯖別‘ E量液（臭化E鉛、比重2.3）による有機物の分

離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9・濃硫酸lの混合液）処理による植物遺

体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残濫をグリセリンで封入し

てプレパラートを作製し、 400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類につ

いて同定・計数する。同定は、パリ／・サーヴエイ株式会社保有の現生標本や島倉 (1973）、中村 (1980a)

等を参考にする．

また、今回の調査では、栽培種のイネ属の産状についても着目した。イネ属については、検出されるイ

ネ科花粉の表面微細構造、発芽孔の肥厚状況、粒径などを考慮し、中村 (1974)を参考にしてイネ属と他

のイネ科に分類する。

3 結果

(1)珪藻分析

結果を表1、図2に示す．分析試料中に含まれる珪藻化石の絶対量は、全体に多いとは言えないものの、

5試料中3試料から堆積環境を推定する上で最低限必要なLOO個体以上が検出された。化石の保存状態は、

lG東壁の試料番号4 剛 6およびlG南端の試料番号2は、半壊した殻は多いものの、溶解の痕跡が認め

られないことから、状態は平均すると不良である。 lG東壁の試料番号1およびSD19の試料番号3Uは

半壊しているだけでなく、一部の個体に溶解の痕跡が認められることから、極不良である。

1) 1 G東壁・南端

lG東壁の試料番号1は、堆積物中に含まれる珪藻化石の量が少なく、 1プレパラートから検出された

個体数は63個体である。認められた群集は、淡水生の湿地性あるいは沼沢湿地性の種群である。また、極々

低率1：：海水生種も認められた。

試料番号4には、ある程度の量の珪藻化石が含まれており、 200個体以上が検出された。認められた分

類群は、淡水生種のみであり、海水生種あるいは汽水生種等は認められない．

誠料番号6でも、ある程度の量の珪藻化石が含まれており、 200個体以上が検出された。認められた分

類群は、淡水生種を主として、極々低率に淡水～汽水生種および海水～汽水生種を伴う種群で構成される．

南端の試料番号2にも、ある程度の量の珪藻化石が含まれており、 200個体以上が検出された。認めら

れた分類群は、淡水生種を主として、極々低率に汽水生種を伴う種群で構成される。

2) SD19 

試料番号3Uは、堆積物中に含まれる珪藻化石の量が少なく、 1プレパラートから検出された個体数は

21個体であり、淡水生の保存不良の湿地位と思われる種群が極低率に認められたのみである。また、極々

低率に海水生種も認められた。

(2）花粉分析

結果を表2、図3に示す。格粉化石の産状は、地点・試料により異なる。

1) 1 G東壁・南端
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lG東壁の試料番号1・4・6は、化石の保存状態はやや悪いが、豊富に産出する。試料番号1は、他

の2試料と比較して産出個体数が少ないものの、木本花粉の出現率が高く、マツ属、プナ属が多摩する．

革本花粉は少ないながらもイネ属を含むイネ科、カヤツリグサ科などが産出する．

試料番号4は、草本程粉の出現率が高い。木本花粉は、プナ属が最も多く産出し、マツ属、スギ属等を

伴う。草本花粉は、イネ科が優占し、栽培種のイネ属も多〈産出する。イネ科全体におけるイネ腐の割合

は約36.7%である。この他、カヤツリグサ科、サナヱタデ節ーウナギツカミ節、ヨモギ属等を伴い、水湿

地生のガマ属、ミクリ属、サジオモダカ属、イボクサ属、ミズアオイ属、ゴキヅル属等も認められる。

試料番号6は、木本花粉の出現率が高く、スギ属、サワグルミ属、クルミ属、ハンノキ属等が多く産出

する＠草本格粉は、イネ属を含むイネ科、カヤツリグサ科、サナエタデ節ーウナギツカミ節、ヨモギ属等

が産出し、ガマ属、サジオモダカ属、ミズアオイ属、ゴキヅル属等の水湿地生革本も産出する．

lG南端の試料番号2は、化石の保存状態が良好で、産出個体数も多い。花粉化石群集は木本花粉が優

占し、サワグルミ属、クルミ属が多摩する。草本花粉は非常に少なく、イネ嵐を含むイネ科、カヤツリグ

サ科、サナヱタデ節ーウナギツカミ節、パラ科、セリ科、ヨモギ属が、 1～2個体産出した程度である。

2) SD19 

試料番号3Uは、化石が豊富に産出するが、保存状態はやや悪い。花粉群集組成では草本花粉の出現率

が高く、イネ科が優l与する。イネ科には栽培種のイネ属が認められ、その割合は約22.2%である。その他、

カヤツリグサ科、アブラナ科、ヨモギ属等を伴い、水湿地生のガマ属、ミクリ属なども産出する。木本花

粉は、マツ属、スギ属、ブナ属が多く産出し、モミ属、ツガ属、トウヒ属、サワグルミ属等を伴う。

4 考察

(1)堆積環境

分析対象とした試料の中で最下位に相当する lG南端のE層（試料番号2）については、多産種の産状

と希産種を合わせた群集の構成を考え合わせると、堆積時は、基本的には低地部の湿地のような環境下に

あったものと推定されるが、中～下涜河川指標種が多産したことからすると、本層堆積時は、遺跡周辺を

流下する周辺河川Iから、一時的に河川水の影響を受けたものと推定される。

lG東壁の f層下部（試料番号6）から検出された種群は、沼沢湿地あるいは湿地性の種群と陸生理藻

に属する種が主体である。そのため、本層堆積時は、基本的には低地部の沼沢湿地～湿地の環境下にあっ

たものと推定され、前述のg層ほどではないものの流水の影響もあったと恩われる。

f層上部｛試料番号4）において検出された種群は、そのほとんどが湿地性の種群と陸生珪藻の範鴫に

属する種である。そのことを考慮すると、本層堆積時は、基本的には低地部の湿地の環境下にあったもの

と考えられるが、地下水位は低く好気的な場所が多かった可能性が示唆される。

d層上部｛試料番号1)では、珪藻化石の産出率が特1；：低いために、堆積環境を言及するととは難しい．

本暦から低率に検出された種群は、そのほとんどがJI:水性で湿地性の種である。群集の構成と産出率が低

いことを考慮すると、堆積時は基本的には広範な水域であったとは考えにくく、水の影響が少ない好気的

環境下にあった可能性が考えられる。なお、海水生種は、絶滅種を含み、保存状態が淡水生種とは異なる

ととから、新第三系からの三次化石と考えられる。とれらのととから、本層準の堆積物は、河川の氾濫等

による一過性の堆積によってもたらされた可能性が示唆され、堆積速度も早かった可能性がある。

一方、 SD19の試料番号3Uは、化石の産出率が低いこと、化石の保存状態が極不良などの特徴から、好
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気的環境下（大気に曝吉れた状態）にあった可能性が示唆される。

(2）古植生

lG南端の試料番号2と東壁の遺物包含層下部付属；試料番号6）は、木本花粉の出現率が高い。珪藻

分析結果による堆積環境では、とれらの試料については河川水の影響が示唆されていることから、周囲の

河川沿いや集水域の植生を反映していると考えられる。東壁の f層下部（試料番号6）では河川水の影響

が弱まったことが推定されていることから、局地的な植生も反映していると考えられる．なお、遺物包含

層から出土した木材の一部については樹種同定が実施されており、キハダ、ヤマグワの2種が確認されて

いる。とれらの状況から、遺跡周辺にはサワグルミ属、クルミ属をはじめとして、渓畔林やt町畔林を構成

する種を含むクマシデ属ーアサダ属、コナラ属コナラ亜属等、 f可畔林や湿地林を構成する種を含むハンノ

キ属やトネリコ属、沢沿いや湧水部などの適湿地に林分を形成したと恩われるスギ属などの河畔林・林

縁要素からなる林分が分布したと考えられる。 f層下部（試料番号6）相当の遺跡周辺には湿地が分布し、

ガマ属、サジオモダカ属、ミズアオイ属や、イネ科、カヤツリグサ科、セリ科の一部が生育したと考えら

れる。また、やや乾いた場所にはサナエタデ節ーウナギツカミ節、ヨモギ属等も生育していたと考えられる。

lG東壁の遺物包含層上部（ f層，試料番号4）は、草本花粉の出現惑が高く、イネ科の多産を特徴とする．

木本花粉は、下位試料に多く認められた河畔林・林縁要素が減少し、ブナ属が多産する。プナ属は、コナ

ラ亜属等とともに冷温帯性落葉広葉樹林の主要構成要素であることから、周辺の山地や丘陵に分布した森

林植生を反映していると考えられるe また、遺物包含層上部付属．試料番号4）は、珪藻分析結果から好

気的環境な場所がある湿地と想定された。草本程粉は、遺物包含層下部 (f層；話料番号6）と同様に水湿

地生草本（ガマ属、ミタリ属、サジオモダカ属、イボタサ属等）や多産したイネ科、カヤツリグサ科、セリ科

の A 部が周辺の湿地に生育しており、やや乾いた場所などにサナエタデ節ーウナギツカミ節、ヨモギ属等

が生育していたと考えられる。なお、小構試料（SDI自；試料番号3U〕は、木本花粉組成およびイネ科の多

産などの特徴から、 lG東援の遺物包含層上部付属）に対比されると考えられる。

lG東壁の遺物包含層よりk位に相当する層準（d層；試料番号1)は、再び木本格粉の出現率が高くな

る。ただし、遺物包含層下部付属，試料番号6）や南壁の試料番号2とは群集組成が異なる。木本花粉で

は、マツ属とブナ属が多産し、モミ属、ツガ属、トウヒ属等の針葉樹を伴う一方、 f層で比較的高い出現

率を示したハンノキ属は産出しなかった。花粉化石の保存や産出状況が他の試料に比べて悪いものの、ハ

ンノキ属やこの他の河畔林および林縁要素を含む分類群の減少が特徴的であり、周辺に分布した林分が減

少したことなどが推定される。一方、多産したマツ属は、生育環境の適応範囲が広く、伐採地や崩落地な

どに先駆的に進入する種類であるととから、周幽にマツ属からなる一次林が増加した可能性がある。

(3）栽培植物

生産遺構の可能性がある SDl9覆ニとからは、栽培種のイネ属花粉が産出し、イネ科花粉中に占める割合

は約22%を示した。同層準に対比されると考えられる lG東壁の f層上部からもイネ属が産出しており、

その割合は約37%を示した。また、イネ属は lG南端試料を除く各試料からも検出されたが、産自個体

数が少ないため厳密な比較には至らない．中村 (1980b）によれば、現在の水聞における調査事例から、イ

ネ属の割合が30%以上を示す場合、少なくともその付近で現在に近い集約度の稲作が行われていたとみな

せると述べている。今回の結果から、 9世紀頃には近傍で稲作が行われていたととが推定される。なお、

SDl9における栽培植物については、イネ属の産出に特異な状況が見出せないことや、この他の栽培種や栽

培穣を含む分類群は検出されなかったため、詳細な検討には至らない．
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第VI章まとめ

今回の調査によって検出した遺構の多くは溝状遺構であり、そのほかに土坑や自然流路跡を確認した。

数条の溝状遺構が平行に並んでおり、畠の畝立て跡の可能性がある。確認調査では柱穴と見られるピット

を検出しているが、今回の調査範囲では柱穴跡や竪穴住居跡などは確認されなかった。遺物は、 9世紀後

半から10世紀初頭に位置づけられる須恵器、土師器や木製品が出土している．須恵器には転用硯や漆が付

着するものが少量含まれる。

本遺跡周辺は、猿橋川などの中小河川が合流する地点であり、かつては八丁沖と呼ばれる低湿地があっ

た地域である。東方には五百刈遺跡、西方には盲回遺跡が所在し、いずれも 9世紀後半の遺物を出土して

いるe 一方、八丁沖の北岸には、 9世紀後半の漬物を出土する見附市上回遺跡が所在する。上回遺跡は木

簡や大量の墨書・告書書土器が出土しており、内水面及び河川を利用した物資の集積場と考えられている（見

附市教委 2005）。抜間遺跡と上田遺跡とは様相が異なるが、ほぽ同時期に、八丁f中を挟む南端と北端にお

いて遺跡が存在していたことが明らかとなったと言える．八丁沖を囲むこれらの遺跡がどのような関係を

有していたのかは、今後の検討課題である。

参考文献

長岡市 1992 r長岡市史』資料編1 考古

長岡市教育委員会 2002 『長岡市内遺跡発揮調査報告書一千代栄町地区一』

長岡市教育委員会 2006 『平成17年度長岡市内遺跡発掘調査報告書』

長岡市教育委員会 2010 『大原C遺跡』

見附市教育委員会 2005 『上回遺跡』

（第V章自然科学分析引用文献）

Asa1,K.and Watanabe,!. 1995 Statistic Classification of Ep1l1thic Diatom Species into Three Ecological 

Groups relatrng to Org師 icWater Pollut10n (2) Saprophilous and saproxenous t田 aDi at叫 10,35 47. 

安藤一男 1990 淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用．東北地理。42,73 88. 

伊藤良永・堀内誠示 1991 陸生珪重量の現在に於ける分布と古環境解析への応用．日本珪藻学誌，6,23-44. 

rj、杉E人 1988 珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用 第四紀研究，27,1 20. 

中村純 1974 イネ科花粉について，とくにイネ（Oryzasat i va）を中心として．第四紀漸究＇ 13, 187 193. 

中村純 1980a 日本産花粉の標徴 I II （図版）聞大阪市立自然史博物館収蔵資料目録第12,13集，Qlp.

中村純 1980b 花紛分析による稲作史の研究自然科学の手法による遺跡・古文化財等の研究 総括報告書 ， 

文部省科研費特定研究「古文化財」総括斑＇ 187204. 

島倉巳三良I> 1973 日本植物由花粉形態ー大阪市立自然科学博物館収蔵目録第5集，60p.
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第 1表遺物観察表

(1）土器

図版 ，.，鞠 幽ム4定量ま 種別 婚種

e混 入 物 凡 凋 石 石 英 最 長 石 骨 梅 線 骨 針 自 白 色 勉 子 累 馬 色 粒 子 赤 赤 色 粒 子 砂砂位

接骨量｛咽｝
胎土 混入物

有量 備考,, No 
グリ' F遺構名厨位 口径底桓器商

残（＠ロ存／縁S調防停li 残（~底帯／部初都） 。色も／調内j
外 内

方回転肉

R 7 STin7 フク土 土醐静 鍋 35. 8 3 やや租 赤砂 ／に繍ぷ黄い梅貧纏 日夕ロナデ ログロナデ

• 3 " snrn フクiu隊参 美智提 やや組 骨骨‘ 穆 ／に＂ぷぷいい賞費笹纏 平f'iタタキ 彼同心円当て具

• ' " sms フタ土 須恵縛 "' II. 8 5 やや密 石、白 灰／灰 ロクロナデ 口タ口ナデ

自 5 4 S区DJ フタ土 須庖楊 調帳台持 11. 6 7.' 
'・ 3 

自 12 やや組 長、白、議 阪／灰 ロタロナデ ロクロナデ 不明 庖 厨ケズ転ヘリラ切り→

8 • 4 "" フク土 須恵穂 雪盤 やや密 白、黒 灰／灰 平行タタキ 同心円当て具li 内：焼きぷ〈れあ哩

' 7 4 "" プク土 土蹄鳴 小安 7.' 7 やや粗 砂 に／浅ぷ黄い櫨橿 内外摩耗

' ' 4 S民01 フク土 土蹄招 雪盤 (14.8) 4 容 砂 ／浅浅貧黄纏種 内外摩耗

' 日 ' SKOl フク土 土節禄 長費 やや租 石赤砂 ／ににぷぷいい栂櫨 平カ行キタ目タキ カキ目 内一概炭化物付着

' lO ' SK02 フク土 須恵縛 集台会事 ,.., 
7.' " 3 ' やや積 石、白、県郡 灰貴／灰白 ロクロナデ ロクロナヂ

R 11 4 SK02 フク土 土醐普 雪罷 15 4 4 やや密 赤砂 ／＇にぷぷいい捷檀
体：カキ目‘ 力キ目→ハケ

ハヶ

' 12 ' SK.02 フタ土 土醐韓 ,J ！提 " 13 務 泰、砂 ／浅浅黄黄樫鐙 ロクロナデ ロクロナデ

日 l3 11 SK06 フク土 須庖縛 持墾 134 
'・ 0 

初 l やや包 長、白、轟 灰／灰 ロタロナデ ロクロナデ 外：榛番『口」

！とぷい鐙• 14 14 SK.06 フク土 土節鴇 祁 '" 
., 5.1 ' " やや密 4号、赤、砂 II之ぷい檀 ロタロナデ ロタロナデ 右 底：＂＇転ヘラ切り

9 15 2 '"' フク土 須恵緑 量不蓋 15.2 4 やや組 自 灰／灰 ロタロナヂ ロクロナデ

9 " 1 S却8 フク土 須班器 持議 12.0 ... " やや組 畏ー由、黒 灰／民 ロクロナデ ロタロナヂ 外盃み降大灰きあいり

9 17 1 SXllS フク土 須恵器 有台部 11.8 7. ！弘 ... 2 12 やや密 自 灰／灰 ロクロナヂ ロクロナヂ 不明 底：ナ匝転ヂヘラ切りか→

' 18 1 "'' フク土 須恵根 有台杯 11, 2 

" ... 1 7 やや租 骨‘乱黒 灰／灰 ロクロナデ ロクロナデ 左 底：匝転ヘラ切り

9 19 1 sxos フク士 須恵総 無台杯 12.D 息2 29 ' 自 やや縛 自身県 ／！とぷ褐い灰貧律 ロクロナデ ロクロナデ 不明 底：回転ヘラ切り

9 20 1 SX03 フク土 須庖縛 告帳台杯 12. 2 &O 
'・ 5 ' " やや密 長唱白司馬 灰／灰 ロクロナデ 日夕日ナヂ 右 底：噴回転痕ヘあラ切り、

り転用硯

• 21 1 SX03 フク土 土筋線 宅専 12. 8 70 ＆？ '" " 響 石砂 に／にぷぷい黄い綾燈 日夕日ナデ ロクロナデ 右 外底内 相阿口縁転付S部糸E切鱒付り着

9 22 1 SX03 フク土 土筋縄 小型 13 8 7.8 112 自 " 包 骨、赤、砂 ＂ぷい檀 日夕日ナデ ロクロナデ／にぷい栂

10 26 11 Il 須庖縛 持蓋 ]6J1 
'・ 2 '" 守中密 長、骨句白、損 灰／灰 ロタロナデ ロクロナデ 外：降灰あり

10 2げ '" 亙 須庖穂 雪盤 やや組 長．砂 裁灰／賞灰 勝一子部ナ自デタタキ→ 平行当て具畠

lO 舗 " 瓦 須恵器 雪筆 やや粗 長‘由、累 灰／灰 平行部タナデタキ→ 痕同b円当て具

lO 29 " Il 士郎犠 小費 9. 0 9 組 骨砂 に／桟ぷ黄い信捜
ハヶ

ロタロナデ
底：ケズリ

lO 30 " Il 土郎鴇 長聖 (21. 6) ' やや組 石赤砂 ／浅浅貧賞檀後 ロクロナデ ロクロナヂ

10 " 13 Il 土野総 長裂 '" 7 やや密 骨赤砂 ／ににぷぷいい錘櫨 体：カキ目 カキ目

10 " 13 立 土醐静 長雪量 (27. 8) 1 やや組 砂 ／ににぷぷいい隷貧横檀 ロクロナデ ロクロナデ

／浅浅黄食犠糧
ロ ナカヂキ ロナデ10 " 11 Il 土醐量 鋤

'" 0 
15 やや組 骨赤砂 体： 目弓

体：ハケ 外煤付着
ケズリ

(2）石製品

種別 石材
法量（c副 ※最大値 ｜ 

備考
No. No・｜グリッ F 遺構名｜

重量（g)I 
層位 長さ 幅 厚さ｜

s I 2 I 11 SD12 ｜ フク土 石製品 安山岩 6. I 5. 6 4. 1 i 152. 5 

(3）木製品

図版 遺物
出土位置 法量（cm) ※最大値

No. No. 
種別 木取 備考

グリッ F 遺構名 層位 長さ 幅 厚さ

自 23 1 SX03 7ク土 曲物底板 17. 9 6. 8 0. 6 柾目 左右切損

日 24 1 SX03 7ク土 杭 21. 7 3. 8 4. 2 芯持丸太 皮っき、上部切損、はつり痕晶り

9 25 1 SX03 フク土 鍬 35. 6 9. 6 1.6 柾目 左半部折損
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図版2

i議場品h

SDOl 

1暗灰色粘土＋黄褐色シルト

2 1 ~同様

3黄禍色粘ニ』＋灰褐色粘土

SD04 • SD05・SD06

4灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

E黄褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を少量含む

SD07 

よ参霧ト
SD07 

1灰褐色粘土＋黄禍色シルト炭化物を含む

2灰褐色粘士黄褐色シルトを少量含む炭化物を含む

3黄褐色シルト

4灰褐色粘土炭化物を少量含む

5黄褐色シルト炭化物をごく少量含む

遺構個別園（ 1) 

S印）5

i・務長~·ts-O(ka

SOOS 

1灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

Z黄褐色シルト＋灰褐色シノレト

5006 
_A_. .....L 域防.iDiiio.. 

SD06 

1灰褐色粘土＋黄褐色シノレト炭化物を少量含む

2黄褐色シルト＋灰褐色シルト炭化物を少量含む

ょ． 捌・品価
努I~

SD04 

1灰褐色シルト＋黄褐色シルト炭化物を多く含む

2黄褐色シルト＋灰褐色シルト炭化物を少量含む

2黄禍色シルト＋灰褐色シルト

4灰褐色シルト＋黄褐色シノレト炭化物を含む

⑭ 

ム務会タ・品h

SD08 

1灰褐色粘土＋黄褐色シルト炭化物を少量含む

2黄褐色シノレト＋灰褐色シルト

三b40) 2担



遺備個別園（2)

SD09 

⑨ 

..A. II 1 1.~ 

ム・ ・~

蕩蕩f
SJ)(淘

S012 
③ 

A 件三＼＼.Jl

ム L「 ・r&oo.
I ____,_! ;. 
I 初 妨 所 初予

SD12 

1晴灰色粘土＋貧縄色シルト鋭化績を少量含む

Z貧働色シルト＋灰縄色粘土

1灰縄色粘土 貧褐色シルトを含む炭化物を含む

2灰褐色粘土＋貧褐色粘土炭化物を含む

3貧褐色シルト灰絡色粘土を少量含む炭化物を少量含む

4 貨褐色シルト炭化物を少量含む

S018 

⑧ 務務参
SD18且B

1暗灰褐色粘土 灰縄色粘土を少量含む

2貧褐色粘土灰縄色粘土を含む炭化物を含む

3 2 .！＇.阿織 2より灰褐色粘土多い

4灰褐色粘土質僧色粘土を少量含む鋭化怖を含む

5灰織色粘土貨禍色粘土世少量含む炭化物を多〈含む

6灰褐色粘土＋貨縄色粘土 炭他物世少量含む

7貧褐色粘土＋灰縄色粘土鋭化物を少量含む

8灰褐色粘士貧褐色粘土を含む炭化物を含む

9貧褐色粘土灰禍色粘土を含む炭化物を含む

10灰褐色粘土炭化物を少量含む

2と3の聞、 Sと4の問、 4と5の聞に様化物の層が入る

ム・ ・i&io.

／報 移
SD18 CD 

1暗灰縄色粘土灰栂色粘土を含む 炭化物を含む

2貧縄色粘土灰縄色粘土を含む炭化怖を含む

3 2と岡犠

4 灰褐色粘土

5 2と同様やや灰縄色粘土多い

6 5と岡犠

7 4 .！＇.同様

B 灰褐色粘土貧褐色粘土を含む鋭化物を含む

9 7と同様

10灰褐色粘土質織色粘土を含む Sより明炭化物を少量含む

1と2の問、 5と6の問、 7と8の聞に炭化物の層が入る

図版3

釦14・釦15 ⑧ 

...B... 
ム．

ム・ ・品句

古城』
SD15 

1灰褐色結士＋貧縄色シルト炭化物を少量含む

2貧縄色シルト＋灰縄色粘土

3貴僧色シルト灰縄色シルトを含tt

〉坊努
SD14 

1灰掲色粘土＋貨灰色シルト炭化物を少量含む

2黄灰色粘土＋灰禍色粘土炭化物を少量含む

3灰縄色粘土＋賞灰色粘土

$021 

⑧ 

• _ll 

SD21 

I時灰色粘土＋灰褐色粘土 鋭化物を少量含む

2 灰褐色粘土＋貧褐色粘土炭化物を少量含む

3 灰褐色粘土＋鋤色鮎土

(1:40) 
=!: ~ 



図版4 遺構個別園（3)

8024 ⑧ 

....E..... ._L 
. -11.700. 

市 777777;τマ初
SD24 AB SD24 CD 

S回 4BF 

1暗灰褐色粘土灰縄色粘土を含む炭化物を少量含む

2貧褐色粘土炭化物を含む

1婚灰縄色粘土 灰褐色粘土を含む炭化舗を少量含む

2 貧褐色粘土＋暗縄色粘土炭化物を含む

3貧灰色粘土＋灰縄色粘土 炭化物を含む

1時灰褐色給土灰縄色粘土を含む鋭化物を少量含む

2貧鋤色粘土＋精褐色絵土炭化物を含む
3貧禍色粘土＋灰縄色粘土鋭化物を含む

4灰褐色粘土＋貨褐色粘土炭化物を少量含む

5 3と問機

4灰褐色粘土＋貨縄色粘土炭化物を多〈含む

5 貧偽色粘土＋灰縄色粘土炭化物を含む

3灰褐色粘土＋貧褐色粘土炭化衝を多〈含む

4 3と同様

5貧褐色粘土＋灰縄色粘土炭化衡を含む

6貨褐色粘土＋灰褐色粘土
6 2と問機

7時灰褐色粘土＋貧褐色粘土炭化物を多く含む

8貨褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

6 灰縄色粘土＋貨褐色粘土炭化物を少量含む

7貨偽色粘土＋灰褐色粘土 炭化物を少量合t.t
7 6と同根 6より灰補色粘土少ない

8 7と同様
由貿灰色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

10灰褐色粘土＋賞褐色粘土炭化物を含む

11 10と問織

12貧褐色粘土＋灰縄色粘土 炭化物を少量含む

l~ Sの問、 3~7の聞に炭化物の層が入る

_ii_. －品幅

SD24 GH 

E楊3

1暗灰縄色粘土灰褐色粘土を含む 炭化物を少量含む

2貧禍色粘土＋灰縄色粘土炭化物を含む

3貧灰色粘土＋灰鍋色粘土炭化物を含む

4灰鋤色粘土＋貧褐色粘土炭化物を少量含む

5灰褐色粘土貧褐色粘土を含む炭化物を少量含む

6貧褐色粘土＋灰褐色粘土 炭化物を少量含む

1と2の問、2と3・5の間‘

3・4・51: 6の聞に炭化物を眉が入る

_JL, －ホ00..

ι場関
SD24紅

1 稽灰褐色粘土灰褐色粘土を含む炭化物を少量含む

2貧働色粘土＋暗鴇色粘土炭化物を含む

3灰縄色粘土＋貧褐色粘土炭化物を多く含む

4貨縄色粘土＋灰縄色結土鋭化物を含む

5灰褐色粘土＋貨褐色J粘土 炭化物を含む

8貧縄色粘土＋灰褐色粘土 炭化物を少量含む

一上ー・ ・_L
I&. 7似h

揚z
S沼4IJ 

1暗灰縄色粘土 灰縄色粘土を含む炭化物を少量含む

2貧褐色粘土＋暗縄色粘土炭化物を含む

3賞灰色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

4灰褐色粘土＋貨褐色粘土炭化物を多〈含む

晶貧褐色粘土＋灰褐色粘土炭化納骨含む

6灰褐色粘土＋貧褐色粘土炭化物を少量含む

....IL. ・_IL
15.加価

傷男疹
SD24 Ill 

1暗灰縄色粘土灰縄色粘土を含む炭化物を少量含む

2貧穐色粘土＋時褐色粘土炭化”を含む

3灰褐色粘土＋貧褐色粘土鋭化怖を少量含む

4 灰褐色粘土褐色粘土を少量含む

~） !! 



遺構個別園（4)

SD25 

SD25 AB 

1暗灰褐色粘士炭化物を少量含む

・_...IL
15. BOO. 

2貧褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

3灰褐色粘土＋黄禍色粘土炭化物を含む

4灰褐色粘土＋黄禍色粘土炭化物を少量含む

_!i_. 
a品00..

棋
SD25 GH 

1暗灰褐色粘土炭化怖を少量含む

2黄褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

3灰褐色粘土＋黄褐色粘士炭化物を含む

4灰褐色粘土＋貧褐色粘土炭化物を少量含む

S 灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

-1L. －古iio..

τ記
SD26 KL 

__.c.._・ ・_IL
15.8(周回

SD25 CD 

1暗灰褐色粘土炭化物を少量含む

2黄褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

3灰褐色粘土＋貨褐色粘土炭化物を含む

2 

4 暗灰褐色粘土黄禍色粘土を少量含む炭化物を含む

5暗灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

6黄褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を少量含む

7灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

B黄褐色粘土＋灰褐色粘土

2と4の聞に炭他物の層が入る

_l_. ・_J_
16.回°＂＇

ダ物
SD25 IJ 

1時灰褐色粘土炭化物量少量含む

2灰褐色粘土＋黄禍色粘土炭化物を含む

3時灰褐色粘士黄褐色粘士を少量含む炭化物を含む

4灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

ー止． ・1品iio..

3~勿
SD25副

図版5

_L・・_f_
16.政刃包

治議事「
6 

SD25 El' 

1暗灰褐色粘土炭化物を少量含む

2 黄褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む黄褐色粘土多い

8暗灰褐色粘土黄禍色粘土を少量含む炭化物を含む

4晴灰褐色粘土黄褐色粘土を少量含む炭化物を含む

Sより黄褐色粘土少ない

5灰褐色粘土十黄禍色粘土炭化物を少量含む

6灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

1暗灰褐色粘土黄褐色粘土を少量含む炭化物を含む 1黄褐色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

2 暗灰褐色粘土黄縄色粘土を少量含む炭化物を含む 1より黄禍色粘土少ない

3灰褐色粘土＋黄褐色粘土炭化物を少量含む

2 暗灰褐色粘土黄褐色粘土を少量含む炭化物を含む

3黄褐色粘士十灰褐色粘士

E笠0) :!f 



図版6

SKOl・SOOl

④ 

SIOl 

1 Jil(＇褐色粘土＋黄褐色シルド炭化物を多〈含む

2灰褐色粘土＋黄褐色シルト 1より貧褐色シルト多い炭化物を含む

3黄禍色シルト灰褐色粘土を含む炭化物を含む

SI()( 

SDOl 

4灰褐色粘土貧褐色シルトを含む占拠化物を含む

5灰褐色粘土＋貨灰色粘土炭化物を少量含む

8貧補色粘土＋灰褐色粘土

7貧灰色シルト十灰褐色粘土炭化物を少量含む

勿易会長物

1暗灰色粘土＋貧褐色シルト炭化物を多〈含む

2 l l::問.1より鋭化物少ない

2時灰色絵土＋貧褐色粘土炭化物を少量含む

4貧褐色シルト＋暗灰色粘土

遺構個別園（5)

SK02 

＠ 
．三』i

J」． ・_IL
I~. 蝋)lb

Sll:OZ 

1灰褐色粘土やや育味がかる炭化物を含む

2灰褐色粘土貧褐色絵土を含む炭化績を多く含む

S灰褐色粘土黄褐色粘土を含む炭化物を含む

4灰褐色粘士＋貧褐色シルト鋭化物を多く含む

5貨褐色シルト＋背灰色シルト炭化物を含む

6質褐色シル ト＋灰褐色給土

7黄褐色シルト＋育灰色シルト＋灰補色粘土炭化物を含む

A • 

_A_. !' _IL 
I 16創珂．

SI05 

1賞灰色粘土＋灰褐色粘土炭化物を含む

2灰縄色粘土貧灰色粘土を少量含む炭化物を含む

3貧灰色シルト

4 黄禍色シルト漸移眉

5貧褐色シル ト漸移層 4よりやや時

＝戸当ω） ~ 



遺構個別園（6)

SK侃
⑧ 

」色．

「’古畑

物 均賜湯 割1

5106 

1暗灰色粘土 貨褐色シルトを少量含む炭化物を含む

2暗灰色粘土 質褐色シルトを含む炭化物を少量含む

3賞褐色粘土炭化物を少量含む

4貧褐色粘土鋭化物をごく少量含む

SX03・SKOS・SK09

ム．

自 lo

1 .褐色粘土＋灰褐色粘土 SI09 

2暗灰色粘土灰色粘土を少量含む 11褐灰色粘土炭化物を含む

3暗灰色粘土 背灰色粘土を少量含む SKOS 

4 灰色粘土＋灰褐色粘土 12灰色粘土＋褐灰色粘土 炭化物を少量含b

s禍色粘土＋灰色粘土 13褐灰色粘土炭化債を含む

6晴灰褐色粘土灰色粘土を少量含む 14褐灰色粘土炭化物を含む

7 暗灰褐色粘土 15貨灰色粘土

S 鳳絹色土＋貨褐色粘土炭化物を含む SX03 

9 灰色粘土 炭他物を含む 16時褐色粘土＋脊灰色粘土 炭化物、植物遺体を含む

10禍灰色粘土＋灰色粘土 炭化物音少量含む

SK07 
⑧ 

-'-・@・-'-

JL.. y J.品価

と伊予勢労働

SK07 

1暗灰褐色粘土＋貨褐色シルト炭化物を少量含む

2暗灰褐色粘土 貧褐色シルトを少量含む

3灰褐色粘土

④ 
• _a_ 

ちろ

占 伺｝

図版7

~ 



図版8
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遺物実測図（ 1 ) 

11 

12 

(1 :3) 15cm 



遺物実測図（2)

,fQ 

戸空三、

グ ミh
16 

宅三ごJ

／ 

23 

－~蕊蕊翻~二

c；ょ~：: ~~~~、 15 : SK09) 

図版9
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図版10

26 
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(26～33 遺備外）
その他

遺物実測図（3)
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調査状況写真（ 1 ) 図版11

抜間遺跡全景（南から） 完掘状況（南東から）

君点舎内 ／ 

みιー
SD01セクション（東から） SD04～SD08完掘状況（北東から）

SD24セクション（EFライン）（南から） SD24完掘状況（東から）



図版12 調査状況写真（2)

SK01完掘状況（西から）

SK02遺物出土状況（東から） らか
－L
『
U
M

－
－司
4

ち

自
ン

－
ヨ

一
、y

－
ク

畑
一

牝nu 
vn 

pa 

SKOG遺物出土状況（北東から） SX03遺物出土状況（西から）

表土除去作業 調査風景



遺物写真（ 1 ) 図版13
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図版14 遺物写真（2)
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珪藻化石・花粉化石写真

珪藻化石

花粉化石

図版15

1. Amphora ova/is var. a.ffinis (Kue包.） V•皿Heurck(lG東壁；4)
2. Cocconeis placen加lavar. lineata (Ehr.) Cleve ( 1 G東壁，1)
3.。mbellaasper a (Ehr.) Cleve (I G東壁，1)

4. Reimeria sinua/a (Greg.) Kociolek et Stoermer(lG東壁；1)

5.E1聞 otiapectinalis v匹 minor(Kuetz.) Rabe曲。四t(IG東壁沿）
6. Eunotia praerupta Ehrenberg (JG東壁；I)

7. Gomphonema angustatum (Kue・白）Rabenhorst(!G南端；2)

8. Hantzschia amph白砂•s (Ehr.) Grunow(lG東墜；4)

9.M加 dionci町ula.即 var.constrictum (Ralfs) V:個 Heurck(lG南端；2)

10. Pinnu/aria gibba Ehrenbe.屯（lG東壁，4)

11. Pinnularia schroederii (Hust.) Kr四四er(lG東壁，1)
12. Pinnu/aria spp. (JG東壁；I)

13.St，仰roneisphoenicenteron (Ni包，）Ehrenberg (lG東壁；4)

l.？ツ属（lG東壁；4)

2クルミ属（lG南端，2)

3スギ属（lG東壁；4)

4.ハンノキ属（lG南端，：2)

5コナラ属コナヲ亜属（lG東壁，4)

6サワグノレミ属（！G南端，2)

7プナ属（lG東壁；4)

8.ニレ属ーケヤキ属（lG南端；2)
9 トチノキ属（lG南端；2)
10.カヤツリグサ科（lG東壁，4)

11.イネ属（lG東壁；4)

12.イネ科（lG東壁，4)
13.ヨモギ属（lG東壁；4)
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市町村 遺跡

事蓄鷲宮官品 37° 138' 20130926 

3論議葺
言蓄電撃＇i1色 15201 610 28’ 53' ～ 132n1 記録保存調査

47• 38’ 20131005 

所収遺跡名 種別 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

m抜y間.遺いせ跡き
構状遺構 土師器

遺物包含地 平安時代 土坑 須藤器 なし

自然涜路 木製品

抜開遺跡
県営経営体育成基盤繋備事業（富島地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
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